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全校討論会 ～School of the student,
by the student,for the student.

９月17日（水）、生活委員会主催の全校討論会
が開催されました。テーマは、「男女の髪型の校
則の統一」についてです。
今年４月からは、生活委員会で「髪型の校則

を統一したらどうなるのか」や「なぜ髪型の校
則が男女別になっているのか」について具体的
に議論しました。そして７月、「男女の髪型の校
則の統一」について、全校生徒にアンケートを
取りました。結果は、賛成がやや上回りました
が、反対も多かったため変更に踏み切れず、今
回、全校討論会を行うことになりました。
翌朝の放送で、生活委員長の梅原輝さんは、

討論会を振り返るとともに、校則統一に向けた

方向性を次のように示しました。

一人でも多くの生徒の納得の基に進めようと

する姿に感心です。今後もよりよい学校生活に

向けて、全校で動いてくれることを期待します。

選手激励会 ～思いを受け継ぐ
９月19日（金）、新人戦大会の選手激励会が行

われました。まず、生徒会長・小泉拓澄さんが、
次のように語りかけて会がスタートしました。

次に各部の部長から、新人戦大会への決意表
明が行われました。陸上部部長・松永大空さん
は次のように語るなど、支えてくださっている
保護者の皆様や先輩、仲間など、周りの方への
感謝の思いに溢れていました。

討論会後のアンケートの結果、賛成が77％で過
半数を十分に超えたため、頭髪の校則を男女統一
することに向けて進めていきます。
しかし、反対意見の中に、「いじめが起きない

か」や「周りや地域の方の目が心配」、「清潔感が
なくなるのではないか」等の声が多くありました。
よって、後期の生活委員会では、校則統一につ

いて、全校の理解を深めるための集会を行うなど
して、心配の声に対する対策を行い、今年度中を
目途に統一に向けて進めていきます。後期も全校
の皆さんのご協力をよろしくお願いします。

２年生が主体となる初めての大会です。自分が
同じ立場ならどのような心情でいるでしょうか。
相手の気持ちをくみ取り思いやりをもって行動す
ることは、生徒会スローガン「思動」だと思いま
す。姿勢や応援の姿で選手をサポートしましょう。

新チームになって初
めての大会です。たく
さんの方々の思いを受
け継ぎ、仲間と共に存
分に力を発揮してくれ
ることを願います。新
人戦大会の結果は、ま
ごころ10月号でお知ら
せします。

ナーシングホームちあい との交流
～総合文化部の活動

本校周辺には、幼児園・保育園・小学校があ
り、ちょっとした学園都市となっています。そ
して、２年前、本校北側に
老人ホーム「ナーシングホ
ームちあい」がオープンし
ました。
すぐ近くの施設ではあり

ますが、なかなか交流の機
会がありませんでした。そ
んな中、総合文化部はこれ
までも、寄せ植えの作品を
施設に飾ってもらうなどの
取り組みを行ってきました。
そして９月23日（火）、ホームの方との交流が

実現しました。当日は、総合文化部の生徒７名
が参加し、ホームの方やその家族の方にお茶の
おもてなしをしました。
２年・廣瀬彩羽さんは、次のように振り返り

ました。

近隣施設の方を含め、地域の方と関わりをも
てることは貴重です。今回、交流してくださっ
たホームの皆様、ありがとうございました。

朝中生の活躍
【全国中学校ソフトテニス大会】
８月19日（火）～21日（木）熊本市
・男子ソフトテニス部 団体 ベスト16
・個人 丹羽悠弦･山田隆真ペア 全国２位
・個人 杉田陽星･田中暖人ペア 全国３位
【ＣＢＣこども音楽コンクール地区予選】
９月14日（日）オーケストラ部
優秀賞⇒11月にＣＢＣホールで行われる中部日

本決勝大会への出場が決まりました

実際に知らない方にお茶を出したり、お話をし
たりすることは、ふだんできないことなので、貴
重な経験となりました。私たちがいれたお茶をお

い

いしそうに飲んでいただけて、うれしかったです。

お茶の“お･も･て･な･し”

「思いを毛筆で表現」国語科の取組

（前ソフトボール部部長による作品）

審判や大会を運営してくださる方、親への感謝
を忘れずに大会に臨みたい。先輩方が引退してか
ら、今まで当たり前にできていたことができなく
なったこともありましたが、この仲間全員で乗り
切ることができました。大会では、仲間と協力し
て少しでもよい順位を取れるよう頑張ります。




